
Ⅲ　災害発生時の対応
１　地震への対応　(震度５弱以上での対応)
(1) 登校時・登校途上にある時、及び下校途上にある時は、次の対応を基本とする。

各学校においては、保護者・地域の協力を得る中で、学区内の危険箇所・避難場
所等のマップ等を作成しておく。
登下校時に地震が発生した場合においては、学校、自宅、避難場所の３カ所のう
ち安全に避難できる場所の中で最も近い場所に避難する。
· 事前に、通学路上の避難地及び避難可能場所等を確認しておく。
(2) 在校時
自らの体と命を守るために
落ちてこない・倒れてこない・移動してこない
場所を確認し、速やかな避難により落下物・転倒物から身を守る意識を日頃から育成する。
　①学校の対応
1、 ゆれがおさまった時点で、避難口の安全を確かめ、ただちに児童生徒全員を避難場所
に集める。
　　イ、学校長は、本部を設置する。
　　ウ、校内に残留者がいないか、あらかじめ決められた方法で確認する。
　　エ、児童生徒の動揺を静め、教師の指示を落ち着いて聞かせる。
　　オ、市教委へ避難誘導の状況及び保護者への引き渡し、または、児童生徒の帰宅状況につ
いて別紙(６９ページ、図Ⅰ－７)に基づき遂次報告をする。
　　カ、地域の被害状況の情報を収集する。
　　キ、児童生徒については、避難場所で保護者及び代理人に引き渡す。
　　ク、保護者及び代理人が来るまで、児童生徒を学校で保護する。

　※学区によっては、震度４以下であっても、児童生徒の留めおき・引き取りの必要な場合が
想定されるので、事前に地域や保護者と確認しておく。
　　また、異校種間の連携をふまえた引き渡しも検討しておく。
　※児童生徒を留めおく場合、校内のより安全で避難に適した場所で保護する。
その後、避難所が開設された場合は、避難所で保護する。
避難所が開設されていない場合には、市教委と連絡を取り合う中で、防災倉庫に備蓄され
ている食料、機材等を使用し校内で保護する。
　　　　(地震災害対策本部等に要請)
　②教師の対処
　　　パニック状態におちいりやすい。これを防止するには、教師が　然たる態度を
　　保持し続けることが大切である。
　　ア、適切・的確な指示によって、児童生徒の動揺をしずめる。
　　イ、落下物の危険を避け、ゆれがおさまるまで児童生徒の生命の安全保護につとめる。
　　ウ、ひとつの行動をおこす直前・直後には、人員・状況の掌握、異常の有無を明確にする。
　　エ、負傷者の看護に留意しながら、本部の指示を待つ。
　　　(但し、本部の指示・伝達が行き届かないことも想定されるので、学年または単独の判断を要求される場合が十分予想される。この場合はオ、以降に留意する。)
　　オ、避難口の安全を自分で確認しながら、児童・生徒を避難場所へ誘導する。
　　カ、学級名簿・笛等を必ず携行する。
　　キ、特別な支援を必要とする児童生徒、負傷者への配慮を十分する。
　　ク、避難場所で、児童生徒の保護にあたる。
　ケ、児童・生徒の状況を的確に本部に報告する。
　　コ、本部の指示により、あらかじめ決められた方法で、園児・児童を保護者及び代理人に引き渡す。
　　サ、児童生徒の安全を確保した後、本部の指示により、防災活動にあたる。
　　シ、負傷者の応急処置をする。
　　ス、児童生徒の保護については保護者とあらかじめ密接な連絡をとっておく。
　　

　　※引き渡しにあたっては、一人一人を確実にチェックする。
　　※安全を確認し、保護者及び代理人が引き取りに来るまで、児童生徒を保護する。
　　
③放課後等
　　放課後等で、児童生徒の在校者数が不明の場合が考えられる。このような場
　合も、その場にいる教師は次の行動をする。
　ア、ゆれがおさまった時点で、児童生徒を避難する場所に誘導する。
　イ、校内に残留する児童生徒の有無を点検する。
　ウ、在校児童・生徒の氏名・人員を確認する。
　エ、学校の対応、教師の対応については、在校時と同じ。

　教職員の時間外の活動従事について
　学校に勤務する教職員を学校が避難所となった場合に、時間外に緊急的に避難所の
　支援活動に従事させることができるものとする。
　１　校長の校務については、学校の施設・設備の保全管理に関する事務が含まれる。
　２　校長が、学校の施設・設備の保全管理に関する事務を教職員に対して指示するこ
とは可能である。
　３　避難所には、児童生徒が避難していることや、児童生徒及び保護者等から連絡
　　も入るため、教員の対応が必要である。
　　　以上のことから、教員であっても，緊急時には、義務教育諸学校等の教育職員
　　の給与等の特例に関する条例に規定する「非常災害の場合、児童又は生徒の指導
に関し緊急の措置を必要とする場合その他やむを得ない場合に必要な業務」該当
するものとして時間外勤務を命ずることができる。
(３)　その他の配慮事項
　①学区域外通学の児童・生徒については、個々に配慮しておく。
　②授業の再開については、校長の指示による。
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状況が安定したら、避難・被害状況の確認を関係機関へ報告する。
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	児童生徒
	職　　　員
	保護者

	登
校
中
	○塀や屋根の下から離れる。体を低くして、頭部や上半身を守る。ゆれがおさまったら、家か、学校か避難場所の３カ所のうち、安全に避難できる場所の中で最も近い方に行く。
	○可能な限り出勤し・校長の指示により行動する。
○登校した者の把握・保護した児童生徒の家庭への連絡と引き渡し準備をする。
○可能な限り、登校路を巡回して児童生徒の安否を確認する
	避難通路により出迎える。

	学
校
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き
	授業中
	○机の下にもぐって、机のあしをつかむ。
○先生の指示に従う。
	○机の下にもぐらせ、安全を確認させる。
○校長の指示に従い、避難場所に集合させる。
○引き渡し準備をする
	○救急品等を携行し、避難場所に行く。
（学校に行く）。

	
	休み時間
	○外にいる者は校舎からできるだけ離れる。
○廊下にいる者は、できるだけ教室に入る。
○教室にいる者は、机の下にもぐって机のあしをつかむ。
○先生の指示に従う。
	○教室にもどり安全を確保する。
○校長の指示に従い、避難場所に集合させる。
○引き渡し準備をする。
	

	
	放課後
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中
	○塀や屋根の下から離れる。　　　　　　　　　　
○ゆれなどがおさまったら、家か、学校か避難場所の３カ所のうち、安全に避難できる場所の中で最も近い方にもどる。
	○災害応急対策要員は、校長の指示に従って行動する。
○防災要員も同じ。
	○通学順路により出迎える。
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き
	○じょうぶなものの影に身をかくす。
○家の人の指示に従う。
	○防災対策委員は出勤し、災害対応急要員は、校長の要請を待つ。
	○安全確保に努める。できるかぎり避難場所等を連絡する。
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